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メーカー展示の見どころ
JAPAN MOBILITY SHOW 2023

自工会、学生向けオンラインイベント

「Drive for the Future ―モビリティ業界 Special Talk ―」を開催「Drive for the Future ―モビリティ業界 Special Talk ―」を開催
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自工会WEBサイトからも
ご覧いただけます
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1 JMSで人と協調し活躍するモビリティを紹介するエマージェ
ンシー＆モビリティゾーン

2 学生フォーミュラで優勝した京都工芸繊維大学チーム
3 二輪車普及・安全啓発のためのイベント
　「８月19日はバイクの日　HAVE A BIKE DAY」
4 科学技術館２階の「ワクエコ・モーターランド」
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23 UDトラックス

30 �バイクจ化の創造ʂ
「第11回BIKE LOVE FORUM in 静岡・浜松」を開催

27 ４年ぶり海外νームもࢀՃ
学生フォーミュラ日本大会2023

32   自工会�二輪車ҕ員会と日本二輪車普ٴ安全ڠ会
「バイクの日」のイベントを開催

34 �自工会、学生向けΦンラインイベント
「Drive for the Future
  ―モビリティ業界 Special Talk ―」を開催

37 遊びながらクルマを学べるʂ
科学技術館の「ワクエコ・モーターランド」
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　�01�年５月、私が２度目の自工
会会長にब任した当時の自動車業
界は、$ASE（コネクテッド、自動
化、シΣアリング、電動化）ֵ໋に
より、「100年に一度」と言われ
る大変ֵظに突入したところでし
た。࣍の100年もクルマはモビリ
ティ社会の主役でいられるのか。こ
れが私たちに突きけられた໋題で
あり、その徴が、来場者数が減গ
しଓけてきた౦ژモーターショー
だったと思います。
　私が自工会会長として最初にऔり
組んだテーマが、19年に開࠵を߇
えた౦ژモーターショーվֵでし
た。私が関者にえたことはただ
一つ、「人がूまるモーターショー
にνャレンジしよう」。それだけで
した。経ࡁ界ٞڠ会と連ܞし、日本
の最新技術や未来を体感いただく
「FUTURE�E91O(フューνャー
エキスポ)」、ドローンショーや̴
モータースポーツ大会など、օがや
りたい、໘നいと思う企画には、す
べてΰーサインを出しました。その

݁Ռ、1�0ສ人ものお٬さまに͝
来場いただき、多くの笑إをいただ
くことができました。
　しかし、その２カ月後、私たち
は「コロナ」という未ી༗のة機
に໘することになります。「Ҡ
動すること」「ूまること」が
「ѱ」になり、私たちの日ৗは一
変しました。しかし、ࣦったもの
ばかりではありませんでした。私
たち自動車産業で言えば、これま
で当たり前だと思っていた「Ҡ
動」が、実は多くの人たちの働き
によって支えられていることに気
くことができたと思います。
　そして、クルマを走らせる550
ສ人が近づき、つながり、一つに
なって、動き࢝めました。私たちの
らしで言えば、օが新しいコミュ
ニケーション手段をٻめた݁Ռ、Φ
ンラインミーティングやフードデリ
バリーなど、つながるための新しい
技術・サービスが大きくਐ化いたし
ました。
　コロナة機を乗り越えた今、౦

モーターショーվֵをさらに一ژ
า、前にਐめるというܾ意をࠐめ
て、本年から「ジャパンモビリティ
ショー」にਐ化させてࢀります。
「クルマからモビリティ」「౦ژ
からジャパン」。特にジャパン。
日本にはૉらしい技術がたくさ
んあります。未来をつくるために
日々、戦をଓけておられる経Ӧ者
もたくさんおられます。そんな人や
技術がूまり、つながる場ॴをつく
りたい。「日本発」の未来を世界に
発信したい。そんないを、ジャパ
ンという言༿にࠐめました。
　今回のショーでは、աڈ最多とな
る400社Ҏ上の方々に͝ࢀՃいただ
くことができました。スタートアッ
プ企業とطଘの企業をマッνング
し、新しいビジネスの機会を提供す
ることも考えております。また、モ
ビリティが実現する未来や街を体感
できる「TO,:O�FUTURE�TOUR
（౦ژフューνャーツアー）」や、
ਫૉエネルギーを使ったエンタメイ
ベントなど、楽しい企画を༧ఆして

▲豊田章男会長

δϟύϯϞϏϦςΟγϣʔ2023
։催ʹ͋ͨΓ

会長豊田章男
抱負 （記者会見から抜粋）
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▲来場者数の推移

▲出展社数の推移

います。
　「乗りたい未来を୳しに行こ
う」。これが今回のテーマです。ぜ
ͻ、乗りたい未来を୳しに会場お
越しください。自工会としても、こ
の場にいるトップが中心となって、
全力でショーをり上げ、今回も
100ສ人をえる方々に͝来場い
ただきたいと思っております。私自
身、時間がڐす限り、会場に足を運
び、「笑إ」と「ありがとう」の連
。をつくりたいと考えております
　「自動車はみんなで一緒にやる産
業」「未来はみんなでつくるもの」
だと思います。日本の未来をよりྑ
いものにするため、ぜͻԠ援いただ
きますよう、よろしくおئいいたし
ます。
（�0��年9月�1日記者会見より
ൈਮ）

ʲ中ܧ 日r本自動車工
業会記者会見ï9��1ð

▲(左上から)副会長 永塚誠一(自工
会)、内田誠(日産)、三部敏宏(ホ
ンダ)、鈴木俊宏(スズキ)、佐藤恒
治(トヨタ)、片山正則(いす )ゞ、会
長 豊田章男(トヨタ)、副会長 日髙
祥博(ヤマハ)
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　新生ジャパンモビリティショーは、
前回�019年の౦ژモーターショー
にൺべ、ࢀՃ企業が大෯に֦大しま
す。情報・IT、金༥、保ޫ؍、ݥ、エネ
ルギー、教育、行政など、さまざまな
産業とともに、օさまに日本の未来を
体感していただきたい、今後もモビリ
ティ産業をさまざまな仲間とともに֦
張し、新たなՁの創造やさまざまな
社会課題を解ܾしたい。そのいに
共感していただいた企業のࢀՃが、
前回（19�社）の��5ഒ、500社近

くに上がりました。多様な仲間たちが
力を合わせ、一丸となってモビリティ
産業そのものを֦大していこうとす
る࢟を͝ཡください。

　主࠵者展示の大きな見どころが、
展示౩̍階で開࠵する「TPLZP�
FVUVSF�TPVS（౦ژフューνャーツ
アー）」です。これまでの౦ژモー
ターショーでは、近い将来に発ചされ
るコンセプトカーなどの出展が中心で
した。TPLZP�FVUVSF�TPVSでは、未
来のモビリティと新しいライフスタイ
ルを体感していただきます。
　このプログラムには、経ஂ連モビリ
ティҕ員会の企業を中心に1�0社
がࢀՃします。音楽と映像、最先技
術をۦ使したۭ間で、モビリティが変
える未来の౦ژを体感できるミュージ
カルツアーとなっており、୯に展示を

ྟ、るだけでなく؍ 場感あ;れるドラマ
νックな体験を楽しむことができます。
　౦ژフューνャーツアーは、大き
く５つのコンテンツでߏしていま
す。̍ つ目のコンテンツは、未来の౦
�を入体験できる「INNFSTJWFژ
TIFBUFS（イマーシブシアター）」で
す。大型のモニターに囲われたۭ間
で、未来の౦ژの街を大ഭ力の音と
映像で体験することができます。ここ
から࢝まる各コンテンツの入り口とし
て、ظ感を高めます。
　イマーシブシアターをൈけた先に
広がるのは「-IFE�EMER(E/$:�
1-A:�FOO%」の４つを切り口に、
モビリティが変える未来をミュージ
カル仕立てで体感していただく２つ
目のコンテンツです。モビリティが
変える未来のҠ動シーンと街並み、
その中でモビリティがどのように使
われているのかを紹介する「-IFEˍ
MOBI-IT:」κーン、ࡂ害大国・日本
の未来で人とڠௐして׆༂するモビ

　自工会は10月28日（土）～
11月5日（日）まで、東京ビッ
グサイト（東京都江東区）で
「JAPAN MOBILITY SHOW 
2023（ジャパンモビリティ
ショー）」を開催します。これ
までの東京モーターショーは
自動車メーカー、部品メーカー
など自動車産業を中心とした
ショーでしたが、ジャパンモビ
リティショーは自動車産業の枠
を超えさまざまな産業と共に、
日本の未来を創っていくショー
に生まれ変わります。
　様々なプログラムを見て、聞
いて、楽しんで、「乗りたい未
来を探しにいこう！」、是非、
会場にお越しください。
　多彩な主催者プログラムの中
から見どころをご紹介します。

未来のモビϦティをମݧ
TPLZP Future TPur

▲西棟１階で開催する
　東京フューチャーツアー

主催者展示の見どころ
JAPAN MOBILITY SHOW 2023
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リティを紹介する「EMER(E/$:ˍ
MOBI-IT:」κーンがଓきます。
　「EMER(E/$:���MOBI-IT:」
エリアでは、�0��年11月３日に全国
ロードショーを༧ఆしている映画「ΰ
ジラô1�0（マイナスワン）」とスペシャ
ルコラボレーションが実現。楽しい時
のモビリティだけではなく、༗事の時
にもモビリティが׆༂する未来にも目
を向けました。ࡂ害大国日本では、今
後もさまざまな事と向き合う必要が
あります。その時に、զ々も一கஂ݁
して日本の未来に安心と安全をもた
らしたい。そうしたいでコラボレー
ションにࢸりました。
　さらに、「1-A:ˍMOBI-IT:」で
は、モビリティによって֦張されるス
ポーツや遊びの楽しさを、モビリティ
を׆用しながら体験していただきま
す。お子さまもࢀՃでき、෯広い
の方々にお楽しみいただけます。また
「FOO%ˍMOBI-IT:」κーンでは、
࡞物の生産から配ૹ、そしてௐ理
から配હまで、৯のあらゆるシーン

で׆༂するモビリティを体感するこ
とで、֦ 張するモビリティの役割にظ
感をらませていただける内容に
なっています。

　３つ目のコンテンツが、モビリティ
産業の未来を担うスタートアップ企
業を育する場「SUBSUVQ�FVUVSF�
FBD UP SZ（スタートアップフュー
νャーフΝクトリー）」です。スタート
アップと大企業が出会い、モビリティ
産業を֦張・Ճさせることを目的と
しており、そのために必要なࢿ金ௐ
ୡ、商ஊ機会、1Rなどを５つのऔり組
みで支援します。
　このうち「1JUDI� $POUFTU � ��
AXBSE（ピッνコンテストˍアワー
ド）」は、スタートアップ支援イベント
として国内最大ڃの金૯ֹ1�00
ສԁを用意しています。ങい物やॅ

まいなどの「-IFE̫ MPCJMJUZ�未来の
らし」、エンタメ・スポーツ・ޫ؍な
どの「E9$ITEME/T̫ MPCJMJUZ�未
来の感動」、ࡂ・交通・配ૹなどの
「I/FRASTRU$TUREʷMPCJMJUZ�
未来の社会ج൫」ʕの３つのカテΰ
リーでスタートアップ企業をืू。そ
の݁Ռ、ࢀՃ企業は延べ116社（10
月４日時点）に上りました。11月４日
（）のܾউには、ԕִૢ࡞技術を
業ޮ化ロボットや、ワイ࡞使したۦ
ヤレス電力ૹ技術でモビリティを
電動化するなど、多࠼な業界、৭々な
フΣーズのスタートアップ15社に登
場いただき、フリーアナウンサー平
Ҫ理ԝさんのM$と、スタートアップ
にਫ਼通した༗識者7名をؚむ9名と共
に、ݫਖ਼なる৹ࠪのԼ、アワードをܾ
ఆします。モビリティの未来を担う新
ਐ気Ӷのスタートアップの登場に目
してください。
　スタートアップと大手企業の出
会いの場となるマッνングイベント
「BVTJOFTT�MFFUVQ（ビジネスミー

スタートアップҭの
4 t B r t u Q  F u t u r e 
FBDtPrZ

▲イマーシブシアター

▼ライフ＆モビリティ
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トアップ）」も開࠵します。10月�7日
（金）、�0日（月）、�1日（Ր）、11月
日̍（ਫ）、２日（木）の５日間、「ࡂ害」

「গ子高ྸ化」「Ҭ創生」「環境」
「ウΣルビーイング」といったテーマ
にԊって、モビリティ関連企業と最
新技術とアイデアを持ったスタート
アップ企業を引き合わせます。新ن
ビジネスの創出をؚめ、各企業の
長とモビリティ産業の֦張をՃさ
せます。
　このほか、スタートアップの未来の
テクϊロジーに出会える場「SUBSUVQ�
SUSFFU（スタートアップストリート）」、
来場者が像するモビリティの未来
をώアリングアーティストがֆにඳい
て可視化する「未来ܝ示൘」、スター
トアップの技術を分かりやすくえる
「未来の技術解説映像」といったコ
ンテンツも用意しています。
　スタートアップストリートには、延べ

100社に上るモビリティの未来を担
うスタートアップがブース出展し、さ
まざまな製品・技術・サービスでお出
ܴえします。ۭ をඈぶドローンのみな
らͣ、ਫ上をਐむドローンや、ロケット
ではなく気ٿでӉޫ؍を目ࢦすス
タートアップなど未来のモビリティ産
業にココロむ場となります。
　これらのプログラムを通し、これか
らの未来を担うى業家の新なアイ
デアやいに触れることで、օで「ワ
クワクする未来」を考える機会を提供
します。

　４つ目のコンテンツは、日本の
未来をつくるトークショー「+BQBO�
FVUVSF� SFTTJPO（ジャパンフュー

νャーセッション）」です。「モビリ
ティ」と「未来」という共通テーマを࣠
に、サステナビリティやAI(人工知能)
といった話題から、アウトドア、モー
タースポーツ、おもちΌといったやわ
らかいテーマまで、ظ間中、日ସわり
で実ࢪします。
　ྫえば、人とモビリティロボットが
生み出す新しいせの形、子どもた
ちが見てわくわくするような未来の働
くクルマ、本能にૌえかけるような楽
しさを生むモビリティとアウトドアの
未来など、子どもから大人まで楽しん
でいただける෯広いテーマを用意し、
モビリティの未来にワクワクしていた
だきます。
　５つ目のコンテンツとして、࣍
世代モビリティをࢼ乗体験する
「1FSTPOBM�MPCJMJUZ�RJEF(パーι
ナルモビリティライド)」も͝用意して
います。実用フΣーズにあるগし先の

日ସΘりテーマͰ
トークγϣー 
+BQBO Future 4essJPO

▲エマージェンシー＆モビリティ

▼プレイ＆モビリティ
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乗体験いただࢼ世代モビリティを࣍
き、モビリティに乗る楽しさを感じて
いただきます。

　このほかにもクルマ・バイクフΝ
ンに向けた多࠼なプログラムを実
します。初めて設置するモーターࢪ
スポーツエリアでは、内展示エリ
アでレースカーの展示、Fモーター

スポーツの全日本大会のܾউ、トー
クショー、さらにレースにܞわるメカ
ニックやエンジニアなどがࢀՃする
イベントも行います。外ではプロ
ドライバーによるレースカーのデモ
ランや、タイヤ交デモを行うなど、
モータースポーツの魅力をଘ分に味
わっていただきます。
　さらに、日本RVڠ会との連ܞによ
り、キャンピングカーのエリアも初め
て設置します。アウトドアシーンにお
けるモビリティの楽しさを体感して

いただけます。外の無料エリアで
は、軽トラ市や働くクルマの展示、
スーパーカーの展示など、日ସわり
でさまざまなプログラムを実ࢪしま
す。プログラムຬࡌのジャパンモビ
リティショーに、ぜͻ足をお運びくだ
さい。

クルマ・όイクϑΝン͚
プϩάラϜଟ࠼

10月4日ジャパンモ
ビリティショー開࠵
前説明会

+A1A/�MOBI-IT:�S)O8��0��

一ൠ社ஂ๏人　日本自動車工業会

�0��年10月�6日（木）ʙ11月５日（日）※一般公開は10月28日（土）から

　��౦ژビッグサイト

　��IUUQT���XXX�KBQBO�NPCJMJUZ�TIPX�DPN�

開催概要
名 称

主 催

会 期

▲フード＆モビリティ

▲ｅスポーツの全日本大会決勝も行う

▲レースカーの展示イベントを開催

▲ジャパンフューチャーセッション

メイン会場

公式サイト
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ͍͢ʎࣗಈं

&-'�&7

&-'NJP

　カーボンニュートラル（$/）社会の実現のために開発し
たバッテリー（BEV）フルフラット࿏線バスです。ディーゼル
エンジンࡌのै来のϊンステップバスと同の乗߱性に
Ճえ、車室内後部の段ࠩをなくすことで、車内Ҡ動のバリア
フリー化をਤりました。�0�4年度中の発ചを目ࢦします。

　いす とゞ本田技研工業が�0�0年1月に共同研究ܖ
を締݁してҎ来、両社の技術や知見を͗、開発してき
た೩料電池（F$）大型トラックで、初めて一ൠ公開しま
す。いすゞが大型トラック「ギガ」を、ϗンダがパワートレ
インのF$をそれぞれ提供しました。�0�7年には市場
の入を目ࢦしています。

　$/の新たな選択肢として提案するバッテリー交ࣜ
ιリューションです。環境লが公ืするバッテリー交ࣜ
EVトラックのҕୗ事業のࢀ画などを通じてಘたϊウハ
ウを׆用しています。充電ࡁみバッテリーとૉૣく交で
きるため、ޮ 的なՔ働を実現します。

　小型トラック「エル
フ」シリーズのフルモ
デルνΣンジに合わ
せ、いすゞ初のバッテ
リーEVとしてライン
アップにՃわりました。

　新型「エルフ」シ
リーズにՃわる༧ఆ
の「E-FNJP」は、普
通自動車໔ڐで運転
できる小型トラック
です。

&3("�&7

(*("�'6&-�$&--

&7JTJPO�$ZDMF�$PODFQU

　いすゞ自動車は初めてU%トラックスと共同出展します。
ブーステーマは「INNOVATION FOR YOU ～ 加速させよ
う、「 運ぶ 」の未来。～」。未来のモビϦティ社会をイϝージ
したブースͰいすゞάループ͕ඳ͘、ワクワクする「運ぶ」の
未来をօさまにごఏҊします。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ΧϫαΩϞʔλʔス

,-9���/JOKB�;9���3 � /JOKB�;9��33ʢ���UI�"OOJWFSTBSZ�Ϟσϧʣ
˛/JOKB�;9�4RR（40�UI�AOOJWFSTBSZ�モデル）

˛ME(URO�S1 ˛8��0

　ΧワサΩのモーターサイクルۀࣄはࠓ、��पをܴ͑
ました。ΧワサΩブースのコンηプトは「 ౷とֵ৽」。͜
の「౷とֵ৽」ととに、をごհします。初公開モデ
ルの΄か、ϔϦテージモデルやΦϑϩードྠ࢛車、ࠃͰൢ
ചதのਓؾモデルを展ࣔします。

　来年100प年をܴえる「ME(URO」ブランドの新たなモデル「ME(URO�S1」と、カワサキとメグロが生んだʠ̬ʡブ
ランドから「8��0」をそれぞれ世界初公開します。

.&(630�4�ʢϝάϩΤスϫϯʣ�8���ʢμϒϦϡʔχώϟクαϯδϡʣ

　来年40प年をܴえる「/JOKB」に、19�0年代から90年代に׆༂した「;9R」
シリーズのカラーリングとグラフィックスを40�UI�AOOJWFSTBSZ�モデルと
して「/JOKB�;9�10R」と「/JOKB�;9�4RR」で࠶現しました。(日本導入༧ఆ)

　Φフロードを多࠼に軽շに遊べる
「,-9��0」を世界初公開します。

　カワサキ初の電動モーターサイクル「/JOKB�F�1」と、世界初˞1のストロングハイブリッドモデル˞�「/JOKB�7�)ZCSJE」。（日本導入༧ఆ）

˞1　主要メーカーのྔ産モーターサイクルとして世界初(スクーターをআく)、�0��年10月6日現ࡏ。カワサキモータースௐべ
˞�　ストロングハイブリッドシステムは、エンジンと電気モーターを組み合わせることによりパワフルな走行を実現し、また電気モーターのみでも走行可能なシステムです

/JOKB�F�� � /JOKB���)ZCSJE
˛/JOKB�F�1 ˛/JOKB�7�)ZCSJE
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 スζΩ

んだコンࠐ性的なスタイルと広い室内ۭ間を持つスペーシアに「日ৗをもっと楽しくศ利にշదにʂ」のいを٧めݸ　
セプトモデルです。

スϖʔγΞ�ίϯηϓト �スϖʔγΞ�ΧスλϜ�ίϯηϓト
˛スペーシア�コンセプト ˛スペーシア�カスタム�コンセプト

　 月̍にインドで開࠵された「AVUP�EYQP�0��」で公開したスズ
キのEV（電気自動車）世界戦略車ୈ̍。エクステリアをਐ化さ
せるとともに、インテリアを初公開します。スズキのSUVに;さわ
しい本֨的な走行性能を実現するEVモデルとして提案します。

　「%SJWF�FFFM」という言༿を大切に開発しଓけてきた「スイフ
ト」の新たなՁを提案するコンセプトモデル。デザインと走りだけ
でなく、「クルマと日ৗを༇しめる」という新しいՁを提供します。

　楽しく実用的な軽ワΰンと、EVらしい先ਐ感をクロスΦー
バーさせたコンセプトモデルです。しみやすいキャラクターを
したエクステリアと、使いやすく居心のྑい室内ۭ間によࢪ
り、ຖ日の生׆を支える「૬」のようなଘࡏをද現しています。

　公共交通機関が発ୡしたҬにおいても、Ҡ動の際に
段ࠩなどがোนとなる方に向けた、車輪と４つの٭を׆
用した࣍世代モビリティの提案です。

F79

スΠϑト�ίϯηϓト

F89

.02#"

　スζΩは、「ੈքதに、ワクワクのアンサーを。」をテーマに
出展します。「 ক来のΧーϘンχュートラルに͚たスζΩ
のଟ༷なऔりΈを、スζΩらしいモビϦティやサービスͰ
͓٬༷に͓ಧ͚する。」というϝッηージととに、ָ しさ

ʢワクワクʣをମ感いた͚ͩるブース展ࣔと演出をߦいます。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 46#"36

　4U#ARUはジϟύンモビϦティγϣー����Ͱ、4U#ARU
͕ࢦす未来のモビϦティや、社会とのつな͕りをڧめるऔ
りΈの発৴によͬて、ࠓと、ͦ して͜Εからの࣌に͓͚
る「҆৺と༇しさ」をදݱします。

　電動化や自動化技術がਐ化し、ۭߤ機の世界でも「ۭ
のҠ動ֵ໋」を実現する新たなエアモビリティのظ
が高まっている中、SUBARUが目ࢦす、「より自༝なҠ
動」の未来を示したコンセプトモデルです。

　電動化時代も、日ৗからඇ日ৗまで意のままに運転し、いつでも
どこでも自༝に走って行ける༇しさをද現。安心だからこそ、ワ
クワクするような新しい戦ができる。SUBARU�S1ORTՁ
のਐ化を༧感させるBEV（電気自動車）のコンセプトモデルです。

　「レϰォーグ」が持つ先ਐ安全・スポーティ・ワΰンՁ
の３つのՁにՃえ、SUVのՁである自ࡏ性と、上質
さを݉Ͷඋえた、SUBARUの๛なSUVラインアップ
の中で།一無二のଘࡏとなるSUVとして、日本市場向け
に新たに開発したモデルです。

　SUBARU初のグローバルBEV「ιルテラ」をվྑしま
した。「SUBARU�SBGFUZ�SFOTF」の機能を֦充し、安
全性能を向上するとともに、Φーバルステアリングϗイー
ルの࠾用で先ਐ感とスポーティ感をԋ出するとともに、
メーター視ೝ性をվળしました。

46#"36�"*3�.0#*-*5:�$PODFQU 46#"36�41035�.0#*-*5:�$PODFQU

ϨϰΥʔάɹϨΠόックɹʮ-JNJUFE�&9ʯ ιϧςラʮ&5�)4ʯ
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 μΠϋπۀ

　使いやすさなど働くクルマのݪ点をٻし、多様な働き方や用్に対Ԡする未来の軽商用BEVです。多様な働き方に
Ԡえる無ବのないデザインは、働く人のތりを高め、実用的な可能性を広げます。

6/*'03.�5SVDLʢϢχϑΥʔϜ�トラックʣ� 6/*'03.�$BSHPʢϢχϑΥʔϜ�Χʔΰʣ
˛U/IFORM�TSVDL（ユニフォーム�トラック） ˛U/IFORM�$BSHP（ユニフォーム�カーΰ）

　ライフステージに合わせ、スタイルや楽しみ方を変える
ことができるサステナブルな軽乗用BEV（電気自動車）
です。テーマは「クルマと人の関の࠶ఆٛ」。࡞り方も
楽しみ方もゼロから考えた新しいカタνです。

　コペンの%/̖である風とともに走るتびをਐ化させる
Φープンカー。FRレイアウトとカーボンニュートラル೩料
の׆用を見ਾえた内೩機関の組み合わせにより、走る楽
しさをۃめた新たな小型Φープンスポーツの提案です。

　Φープンエアの心よさをࢄาに出かけるような手
軽さで楽しめ、日ৗにスローなՁを生み出す軽乗用
BEV。気持ちのいい風にਧかれながら、おࢄา気分で身
近な自વをスローに楽しむ᩵な一です。

NFɿ.0ʢϛʔϞʣ

7*4*0/�$01&/

04"/10

　μイハπۀは、ۀҎ来ͪ࣋ଓ͚てきた「 ͓٬༷にدり
ఴい、らしを๛かにする 」というࡏݱのビジϣンにࠐめら
Εたࢥいを出展テーマにਾ͑ました。͓٬さまにدりఴい、
進Խしଓ͚てきたμイハπのྺ࢙をする車両と、ͦ の先
の未来をඳいた̑のコンηプトΧーを展ࣔします。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 トϤλࣗಈं

　SUVタイプのBEVコンセプトモデル。新たなドライビ
ング体験と一人ͻとりにدりఴうサービスで、日々の生
ります。車内外のデータやエネルギーのҠ動ഔ体࠼を׆
として社会とつながり、カーボンニュートラルの実現や、
よりྑい社会づくりにもݙߩします。

　ʠ好きなときに・好きな場ॴで・好きなことができるʡモビリ
ティの未来を実現するコンセプトモデル。ブースでは、ビジ
ネスからプライベートまで自༝に行き来するお٬さまのニー
ズにどのようにおԠえできるかをショー形ࣜでද現します。

　スポーツタイプのBEVコンセプトモデル。TO:OTA�
(A;OO�RBDJOHがऔり組む「モータースポーツをى点
としたもっといいクルマづくり」の思のもと、カーボン
ニュートラル時代におけるスポーツカーの選択肢の一つ
として提案します。

　-E9USは࣍世代バッテリーEVのコンセプトモデルを世界初出
展します。ブースでは、日本の౷的で美しい工芸技術を༥合さ
せ、サステナブルな「クルマの未来」をද現。またVRシミュレーター
で社会とつながる未来のドライビングをٙࣅ体験いただけます。

'5��F	ΤϑςΟʔスϦʔΠʔ


,":0*#",0ʢΧϤΠόίʣ

'5�4FʢΤϑςΟʔ�ΤスΠʔʣ

-&964�όッςϦʔ&7ίϯηϓトΧʔ

　トϤタ自動車は、「クルマの未来をม͑てい͜うʕFJOE YPur 
Future」をテーマに出展します。ੈ࣍όッテϦー&Vʢ#&Vʣの
コンηプトモデルを公開する΄か、モビϦティをΧスタマイζͰ
きるମݧや、どなたͰखݩͰ運転ૢ͕࡞ՄなレースήーϜ
などͰ、未来のモビϦティ社会の生活をମݧいたͩきます。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ࣗ࢈ಈं

　環境や社会課題の意識が高く、今あるものを大切に使
いଓけながら、アクティブに׆動する方に向けたクロスΦー
バーEV。ιフトウエアをৗに最新状態にアップデートする
ことで、長く、Ѫணを持って乗りଓけることを可能にします。

　日本ならではのおもてなしのਫ਼神や上質さ、自動運転をはじ
めとする先ਐ技術を༥合したプレミアムEVミニバンです。プラ
イベートのཱྀ行やビジネス出張など、目的を問わͣ、ともにա͝
す方との時間をより一楽しみ、ឺ をਂめることができます。

　自વをѪし、環境に配ྀしたライフスタイルをૹりなが
ら、アウトドアを思うଘ分楽しみたい方に向けた本֨SUV。
山遊びに行くときも、人ཬれた場ॴ数カ月にわたっ
てཱྀするときも、アウトドアでの多様なニーズにԠえます。

　コンテンツクリエイターやインフルエンサー、アーティス
トをはじめとするスタイルとイϊベーションをॏ視するお
٬さまが、自ݾද現と創造性を高めることができるコンパ
クトクロスΦーバーEVです。

χッαϯɹϋΠύʔΞʔόϯ
ʢσδλϧϞσϧʣ

χッαϯɹϋΠύʔπΞラʔ

χッαϯɹϋΠύʔΞυϕϯνϟʔ
ʢσδλϧϞσϧʣ

χッαϯɹϋΠύʔύϯク

　日࢈自動車は、未来をりき、ワクワク感を࣍のレϕル
Ҿき্げる&Vʢ電ؾ自動車ʣコンηプトΧーや先進技術を、
ϑィジΧルとデジタル͕γーϜレスに༥߹したインタラク
ティブなブースͰ展ࣔします。Ҡ動と社会のՄੑをげ
る電動Խ技術やさまざまなऔりΈごମ感いた͚ͩます。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ࣗಈं

　カーボンニュートラルとਫૉ社会の普ٴにݙߩする日
野プロフィア�;�F$Vプロトタイプは、トヨタ自動車と日野
が共同開発し、実用化のऔり組みをਪਐしています。
商用車としての実用性と環境性能を高ݩ࣍で両立するこ
とを目ࢦしています。

　BEV（電気自動車）ઐ用シャシにより実現したচߏ造で、̔ 役࡞業性や乗߱性に༏れ、ドライバーの負担軽減にߩ
で両立しました。ウォークスルーバンとアルミݩ࣍ラストワンマイル配ૹの現場での使いউ手とゼロエミッションを高、ݙ
バンを展示します。

　商用EVの最高に使いউ手のྑい利用環境のߏஙを目
し、商用EVや帯設උの導入コンサルティングなどのιࢦ
リューションを紹介します（同時出展ɿ$UBE�-I/9）。
　よりগないドライバーとトラックで多くのՙを運ぶための
Φープンな組みを、さまざまなステークϗルダーと共創
し、社会課題の解ܾを目ࢦすऔり組みを紹介します（同時
出展ɿ/E9T�-PHJTUJDT�+BQBO）。

খ7&#ܕトラックʮσϡトϩ�;�&7ɹΥʔクスϧʔόϯʯ
খ7&#ܕトラックʮσϡトϩ�;�&7ɹΞϧϛόϯ	αΠυ൶
ʯ�

೩ྉిେܕトラック
ʮϓϩϑΟΞ�;�'$7ϓϩトλΠϓʯ

˛小型BEVトラック「日野デュトロ�;�EV　ウォークスルーバン」 ˛小型BEVトラック「日野デュトロ�;�EV　アルミバン(サイド൶）」

　日自動車は、「ਓ、ͦ してのҠ動を͑ࢧ、๛かͰॅΈよ
いੈքと未来にݙߩする 」をテーマに出展します。ྲྀに͓
͚る����など社会՝のղܾにݙߩする・技術・
ιϦューγϣンを、実車や動ը、ύωルͰհします。

社会や͓٬༷のࠔりごとを
ղܾするためのιϦューγϣン

˛ブースイメージ
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ຊాٕۀݚ

　バッテリーを؆୯に交することで、充電機時間という制から
も解์してくれる二輪電動モビリティのコンセプトモデルです。࠶生
可能エネルギーの׆用を֦大する手段の一つである交ࣜバッテリー
「)POEB�MPCJMF�1PXFS�1BDL�F�」２ݸを動力ݯに࠾用しました。

　カーボンニュートラル実現のための電動化や、自動運転
技術が普ٴしていく中でも、運転する楽しみを体感できる
。輪電動スポーツのコンセプトモデルです࢛

　ϗンダಠ自のڠௐ人工知能や自動走行技術により、ラストワン
マイルを୭でも手軽に自༝にҠ動できる二人乗りの࢛輪モビリ
ティの実ূ車です。公共交通機関がない場ॴでのҠ動など、Ҡ
動ൣ囲がڱくなりがちな人の生ݍ׆の֦張を目ࢦしています。

4$�F��$PODFQUʢΤスγʔ�Πʔ�ίϯηϓトʣ

)POEB�4QFDJBMUZ�4QPSUT�$PODFQU

)POEB�$*�.&7ʢγʔΞΠɾΤϜΠʔϒΠʣ

　ϗンμは、ϗンμのເをかたͪにしたモビϦティをىに、未来に͚て͓٬さまのເ͕ଟ༷ੑにຬͪて
やۭؒといͬたさまざؒ࣌」。する「HPOEB %R&AM -OO1」をテーマに出展しますݱてい͘͜とをද͕ͬ
まな੍からのղ์」「 ਓの力とՄੑの֦ு」といͬたՁをମݱしたモビϦティや技術をհします。

　限りあるݯࢿの制から解์してくれる࢛輪・二輪モビリティのコンセプトモデル。使用ࡁみアクリルथࢷを࠶利用して࡞
られています。ݯࢿの॥環利用によって、ݯࢿٿの保ޢと自༝なҠ動のتびを将来にわたり両立することを目ࢦしました。

4645"*/"�$�$PODFQU � 1PDLFU�$PODFQU
˛SUSTAI/A�$�$PODFQU ˛1PDLFU�$PODFQU
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ࣗಈंJAPAN MOBILITY SHOW 2023 Ϛπμ

　マπμは「h クルマ͕きʱ͕ つ͘る未来。」をテーマに出
します。ਓʑのதに͋る「 クルマ͕き 」というͪ࣋ؾにد
りఴいଓ͚るマπμ͕͑ߟる未来のఏҊとして、「 લきに
げる日を生きるਓのྠをࠓ 」というマπμのۀاཧ೦を۩
。いますߦԽした̑つのテーマ展ࣔをݱ

　クルマやҠ動体験を通じて、日々が楽しく、いきいきとݩ気になる。世の中がどう変わろうとも、クルマを通してお٬さ
まに笑إをおಧけすることは、私たちマツダの使໋。Ҡ動体験の感動をྔ産するクルマ好きな会社として、օさまがڳを
張ってクルマ好きと言える未来を࡞っていきたい。これからのカーボンニュートラル社会も心おきなく笑إで楽しんでい
ただける、新しい時代のܾ意をࠐめたスポーツカーコンセプトです。

.";%"�*$0/*$�41

　小型Φープンスポーツカー「マツダ�ロードスター（ιフトトップモデル）」、「マツダ�ロードスター�RF�（リトラクタブル
ハードトップモデル）」を大෯վྑします。現代にٻめられる新たな安全๏نにద合しながら、ロードスターらしさをٻし
たਐ化により、「人അ一体」の走りの楽しさをさらに高めています。最新の先ਐ安全技術やコネクティッド技術をࡌし、よ
り多くの方に安心してロードスターを選んでいただけるようになりました。

Ϛπμɹϩʔυスλʔ
˛マツダ　ロードスター（ιフトトップ） ˛マツダ　ロードスター�RF（リトラクタブルハードトップモデル）
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ۀඛࣗಈंࡾ

　SUVならではの走ഁ性とM1Vの居ॅ性とշద性、使いউ手を݉Ͷඋえ、カーボンニュートラル社会の実現を見ਾえた
電動クロスΦーバーM1Vです。ʠBPSEFSMFTT�AEWFOUVSFʡをコンセプトとし、開์感あ;れるѹ的大ۭ間キャビン
と、さまざまなݥにԠえるߤଓڑと走ഁ性を実現します。

ίϯηϓトΧʔ

世代Ҝ子型モビリティの開発・製品化にऔり組むス࣍　
タートアップ企業-IFE)UBとのコラボレーションによ
る、未来の小型モビリティです。電動車の使用ࡁみバッテ
リーをࡌしたバギータイプで、クルマで୧りついた場
ॴの、さらに一า先のݥを可能とします。

　新型「トライトン」は「1PXFS� GPS�AEWFOUVSF」とい
う商品コンセプトのもと、内外装デザインからフレーム、
シャシー、ボディ、エンジンなどを一新した ト̍ンピック
アップトラックです。日本市場に1�年ぶりに入する
計画で、�0�4年初಄の発ചを༧ఆしています。

ిಈখܕϞϏϦςΟʮ-BTU���NJMF�.PCJMJUZʯ ৽ܕトラΠトϯʢϓϩトλΠϓʣ

」、はۀඛ自動車ࡾ　 ݥ৺はいつ͋なたのதに͋る。
いつͩͬて୭ͩͬて、ど͜にいたͬてݥはͰきる。」をブー
ステーマに出展し、ࡾඛ自動車ならͰはのݥ৺をݺͼ֮ま
すモビϦティライϑをఏҊします。また、さまざまなۀاと
コラϘレーγϣンした車両展ࣔします。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ͦ;ඛࡾ ト͏ラックɾόス

৽ܕF$BOUFS�ΰϛऩूं৽̴ܕ$BOUFS�μϯϓं྆
　電気トラック「F$BOUFS」のダンプ車両です。動力औり
出し装置をࡌすることで、Ս装バリエーションを֦大し
ました。走行時にഉガスを一切出さͣ、振動や૽音がগ
ないため、環境やҬのらしに配ྀした࡞業を可能に
します。

　経ࡁ性・安全性・շద性を向上し、キャブデザインも一新した
新型スーパーグレートを世界初公開します。1���リットルエン
ジンをՃし、キャブのۭ力߅のվળや転がり߅のগな
いタイヤを࠾用することで経ࡁ性・環境性能を向上しました。

　三菱;そうとANQMF社によるバッテリー交技術を
紹介します。日本初の公開ࢼ験として、バッテリー交ス
テーションで新型 $̴BOUFSのバッテリーを５分で交す
るデモンストレーションを行います。

　EVの持つ会的なイメージを׆かし、建ங物とのௐ
とԚれのཷまりにくいߏ造を目的とする線をجௐにし
たフラットなデザインとしました。૽ 音や振動がগないた
めૣேやਂでの走行や࡞業にもదし、環境に配ྀした
Ҭサービスにݙߩできます。

৽ܕスʔύʔάϨʔト "NQMFࣾͱͷόッςϦʔަٕज़

ଓՄな未来に࣋ඛふͦうトラック・όスは、άϦーンͰࡾ　
͚た同社のビジϣンをࣔすやサービスをհします。ブー
スͰは、すて͕ੵΈのようにूまり、未来をつ り্͘げる
しました。ブランドスϩーΨン「Future TPHetIer」ݱをදࢠ༷
にࠐめた「共に未来をる」というཧをදしています。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ϠϚϋൃಈػ

　モビリティに知能化技術を༥合させ、その֓೦を実ূする実
験モデル。「MOTOROJ%」（�017年発ද）のਐ化モデルとҐ
置けるMOTOROJ%�は、Φーナーを意識してىき上がり、
走し、そのഎに乗せて走行する生き物のような生໋感と「人
生のཿ」のようなଘࡏ感を持つパーιナルモビリティです。

　ʠ(BNF�DIBOHJOHʂʡをコンセプトに、ݪスクーター
で通学する島の高校生や、プロ車いすプレーヤーとの
共創によるEVスクーターです。二輪車安ఆ化支援システ
ム「AMSAS」を用い、特にา行時のようなۃҬで転
のෆ安やૢ࡞のർ労を軽減します。

　ૢॎするӻびを୳ٻする３輪パッケージのフルΦープン
EV（電気自動車）のコンセプトモデルです。開発コンセプトは
「USCBO�EYDJUJOH�MPCJMJUZ�ʙ心身とマシンがͻとつの༗
機体となるʙ。」Φープンエアの解์感の中で、３輪 ３̱8Sに
よる新しい感動体験を創出するパーιナルモビリティです。

　「電動モビリティの楽しさの୳ٻ」を目的に、若手エンジ
ニア༗ࢤが楽しみながら開発したフΝミリーで楽しめる電
動ミニバイク。電動トライアルバイク「T:�E」のパワーユ
ニットをࡌし、シフトνΣンジを要さͣ、走りにू中でき
るフΝンビークルを目ࢦしました。

.05030J%�

&-07&

53*$&3"

&�'7

　ヤマハ発動機は、“「 生きる 」を、感じる ”をテーマとする
ブースを出展します。ワールドプレミア６モデルを含むモー
ターサイクルや電動コミューターなどを出展。YAMAHAブ
ランドを共有するヤマハ株式会社の協力により、ふたつのヤ
マハの先進技術を活かしたステージ演出などを実施します。
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JAPAN MOBILITY SHOW 2023 ＵＤトラックス

　ॏྔ物༌ૹのৗ識をృりସえるフラッグシップモデル
です。パワフルでありながらল೩費。շదな居ॅ性もඋ
えた、人にもੵみՙにもやさしい大型けん引車は、ドライ
バーのތりとともに社会インフラを支えます。

いす グゞループは、人々が安全で安心してらせる、ر
にあ;れた未来の創造を目ࢦして、自動運転の開発をਐめて
います。ブースでは、自動運転のऔり組みの一ྫとして、U%ト
ラックスが実ূ実験で使用した「FVKJO（風神）」を展示します。

　Ԥभ連合（EU）がఆめるഉ出ガスن制「ユーロ５」に
४ڌした新興国ઐ用の大型けん引車。新興国における工
業化と経ࡁ長にって、各国で大気Ԛછがਂࠁ化する
中、環境負ՙ減を೦಄に、ૉ選択ؐݩ型触ഔシステ
ム（S$R）技術をࡌしました。

　̦VPO�(̬6 ４̫トラクターにࡌの「̜)1�エンジ
ン」と1�段電子制御ࣜΦートマνックトランスミッション
「ES$OT�ᶝ」を展示します。ল೩費運転をサポートし、
�0�5年度の೩費ج४もୡしています。

̦VPO�(̬�ʷ�

ࣗಈӡసٕज़ʢలࣔं྆ɿ'VKJOʣ

⾢̜)1�エンジン

˝ES$OT�ᶝ

2VFTUFS�(̬&�ʷ��

()�� � &4$05�ᶝ

　ＵＤトラックスは、初めていすゞ自 動 車と共 同 出 展します。
〈INNOVATION FOR YOU　～加速させよう、「運ぶ」の未来～〉
をテーマに、日本初公開の大型トラックQuesterや自動運転車両、
さまざまなブースアクティビティをご用意しています。「 運ぶ 」の未
来を加速させ、社会・経済のさらなる発展につなげていきます。

2023.秋号 23



▲四輪レースの最高峰・F1

▲昨年のラリージャパン

▲ MotoGPにはホンダとヤマハ発動機
が参戦（ホンダのマシン）

▲ ヤマハのマシン

　まͣ紹介するのは、国際自動車連
（ໍFIA）が主࠵するフォーミュラ・ワン

（F1）世界選手ݖ日本グランプリで
す。F1はΦリンピックと並ぶ国際的
なスポーツイベントで、メディアを通
じた視ௌ者数は�0ԯ人とも言われま
す。�1年にF1׆動を終えた本田技
研工業が�6年からの෮ؼを発දした
ことで、վめて目されました。

　F1は1950年のイギリスで初めて
開࠵された౷あるレースです。日
本の自動車メーカーとしてはϗンダ
が64年に初ࢀ戦し、ཌ65年には初
༏উのշڍをしげました。��ʙ
9�年の「ϗンダF1׆動ୈظ�」とݺ
ばれるظ間には、日本でもF1ブーム
がىきました。
　使用する車両は、ドライバーとタ
イヤがむき出しになったレースઐ用
車で、最高度は時�00LNを༏
にえます。線コースをスピード
で走りൈけるഭ力もさることながら、
カーブでのڝり合いはF1の大きな見
どころです。うまく૬手をかわしてॱ
Ґが入れସわったときなどは、٬؍
席から大きなが上がります。F1
は世界最高クラスのドライバーがࢀ
戦を目ࢦすレースとして、モータース
ポーツの点にྟ܅しています。
　今シーズンは３ʙ11月までの９カ

月間に全��戦が行われる༧ఆです。
９月�4日にླࣛサーキットでܾউが
行われたୈ17戦日本グランプリで
は、もF1ドライバーで�1、��年
に年間૯合༏উをՌたしたマックス・
フΣルスタッペン選手（Φラクル・レッ
ドブル・レーシング）が1�উ目をڍげ
ました。今後は日本人ドライバー、֯
田༟ؽ選手（スクーデリア・アルフΝタ
ウリ）の׆༂もظされます。なお、日
本グランプリの日ఔは、来シーズンは
य़開࠵となることがܾまっており、４
月７日にܾউが行われる༧ఆです。

　読書やスポーツ、食欲の秋。
モータースポーツでも、世界的
な人気を集める国際格式のレー
スが日本で相次ぎ開かれていま
す。テレビやインターネットで
の視聴も楽しいものですが、五
感で観るモータースポーツはや
はり迫力が違います。友人や家
族とともに観戦に訪れてみては
いかがでしょうか？

日本開催の    迫力満点!

世界最高峰レース
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▼四季を感じられるコースを設定

　ଓいては、二輪車レースの最高
ๆ、MPUP(1（ロードレース世界選
手ݖ）日本グランプリです。国際モー
ターサイクリズム連 （ໍFIM）の主࠵
によるもので、࢝まりは1949年と
こちらも長いྺ࢙があります。現ࡏ
は「MPUP(1」（ഉ気ྔ1000DD）、
「MPUP２」（600DD）、「MPUP３」
（�50DD）の３つのクラスがあり、
MPUP(1クラスが最高クラスにҐ置
けられています。��年の日本グラ
ンプリには、ѱఱީにも関わらͣ３日
間で５ສ74��人の٬؍が訪れ、会
場が気にแまれました。��年も10
月1日、ツインリングもて͗でܾউが
行われました。
　二輪車のレースは࢛輪車Ҏ上に、
ൈきつൈかれつの接戦が多く、
れるマシンを手足のようにૢるライ
ダーのテクニックが見ものです。今

シーズンのMPUP(1は全�0戦が
行われる༧ఆですが、今年から
༵日にメインレースの分のڑ
で行われるスプリント（短ڑ）レー
スもՃわりました。日本メーカーは
「R$�1�V」の４体制でྟみ、中
上وথ選手（-$Rϗンダ・イデミツ）
も出場するϗンダと、２の「:;Rʵ
M1」をૹりࠐむヤマハ発動機の׆༂
にظがかかります。
　最後に紹介するのが世界ラリー
選手ݖ（8R$）の最終戦でもあるラ
リージャパン�0��（11月16ʙ19
日、Ѫ知ٴびذෞݝ）です。8R$は
F1と同じくFIAが主࠵するラリーで、
Ԥभを中心に人気が高く、メディアを
通じた視ௌ者数は世界で５ԯ人を
えます。日本ではࡢ年、1�年ぶりに
෮׆しました。
　ラリーは、一ൠಓを෧して設ఆ

される「SS（スペシャルステージ）」
とݺばれるڝ技۠間の走行タイムの
合計をڝいます。ઇಓや未ฮ装࿏、
ガードレールのないஅ֑ઈนすれす
れのಓを信じられないようなスピード
で走りൈけていく࢟はѹ巻の一言で
す。助手席に座るコドライバー（ナビ
ήーターともݺばれるドライバーҎ
外の選手）が入೦にコースをԼ見し、
カーブの やޯ配、滑り（ܘ線ۂ̧）
やすさなどをキメࡉかくドライバーに
教えているからこそできる芸当です。
　日本の自動車メーカーからはトヨ
タ自動車の「ガズーレーシング」が
「(Rヤリス　ラリー̍ハイブリッド」
でࢀ戦しています。もラリードラ
イバーだったউ田ݩو選手はݩѪ
知ݝ出身で、ࡢ年は３Ґに入りまし
た。ラリージャパン初༏উのظ
が高まります。

　今年のラリージャパンは方自࣏
体が初めて大会運ӦにՃわることで
も目されています。公ಓを走る
Ҭີண型のڝ技として、自動車จ化
のৢにつながるとのظも高まっ
ています。
　197�年に࢝まった8R$は、F1や
世界ٱ選手ݖï8E$ðなどと並び、
国際自動車連ໍïFIAðが主࠵する世
界的にஶ名な自動車レースの一つで

す。もともとは世界各で開࠵されて
いたラリーの中から14のラリーを選
び、それをシリーズ化したのが࢝まり
です。Ԥभ、中ೆถ、アフリカなど各
Ҭで開࠵し、アジアでは日本で行
われています。公ಓをڝ技のと
し、産業振興、Ҭ振興、モータース
ポーツフΝンの֦大などを目的にし
ています。
　ઐ用のサーキットなどを走行する

F1や8E$と大きく異なるのは、ڝ
技が一ൠಓで行われること。ฮ装࿏
ïターマックðや未ฮ装࿏ïグラベルð、
ౚったబ

㇏ㆠㆡ

のあるઇಓなどの一ൠಓを
෧して設ఆするڝ技۠間ïSSðの
走行タイムの合計でڝいます。最高
度は時�00LNにもୡします。
　また「リエκン」とݺばれるҠ動
۠間があることも8R$の特徴のͻ
とつです。リエκンとは、SSとSSの
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▲競技の舞台は一般道

▲ ラリージャパンの
　リエゾン区間には
　日本の古い街並みも

間のҠ動۠間のことで、ڝ技用車両
が公ಓをそのҬのಓ࿏交通๏に
ैって一ൠ車両とࠞ走します。その
ため、ラリージャパンでは、日本のݹ
い街並みを通ったり、一ൠ車両とڝ
技用車両が一緒に信߸ちをする
シーンも見ることができたりします。
技車両や選手を間近に見ることがڝ
でき、モータースポーツを身近に感
じられることも8R$の特徴です。
　日本での8R$は、�004ʙ10年
にかけて北海ಓで開࠵されていまし
た。会場を北海ಓから中部方にҠ
し、�0年に࠶び開࠵する計画でした
が、新型コロナウイルスの感છ֦大
のӨڹをडけ、２年連ଓで中ࢭとな
りました。1�年ぶりの開࠵となった
で行ݝの両ݝෞذ・ݝ年は、Ѫ知ࡢ
われ、٬؍動員数は４日間の合計で
８ສ９ઍ人Ҏ上にୡしました�(ラリー

ジャパン事務ہ発ද)。
の๛田市・Ԭݝ技コースはѪ知ڝ　
࡚市・新市・設楽ொ、ذෞݝの恵ಹ
市・中市にまたがり、ラリーのഭ
力や日本のق࢛を感じられる山間
Ҭを設ఆしています。開࠵の一つ
である๛田市に本社をߏえるトヨタ
自動車は、「(Rヤリス�ラリー̍ハイ
ブリッド」でࢀ戦します。
　今年のラリージャパンでは、全国
の方自࣏体で初めて、Ѫ知ݝ๛
田市が運Ӧにܞわります。SSの一部
を๛田市がॴ༗する๛田スタジアム
（Ѫ知ݝ๛田市）で行います。普段
はサッカーなどのࢼ合が行われ、ఱ
વࣳがෑき٧められていますが、ラ
リージャパンの大会ظ間中はアス
フΝルトฮ装にします。
　持ଓ可能な大会を目ࢦし、カーボ
ンニュートラルの対Ԡとして産

用や電動車׆生可能エネルギーの࠶
からの電力供څなどを行います。出
展者のνラシなどをペーパーレス化
するなど、͝ みの最小化にもऔり組み
ます。
技車ڝ、年のラリージャパンではࡢ　
両から出Րしたり、ดされたڝ技۠
間に一ൠ車両がਐ入したりするなど
のアクシデントに見われました。こ
の経験を踏まえ、大会運Ӧにܞわるス
タッフを̍ ઍ人Ҏ上に増やし、入೦な
安全対ࡦを実ࢪします。「ڝ技者、؍
戦者すべての人にとって安全・安心な
大会」（ラリージャパン�0��実行ҕ
員会）を目ࢦしてऔり組みます。
　モータースポーツフΝンやҬॅ
ຽが一体となってڝ技が行われる
のが8R$の醍醐味です。11月のラ
リージャパン開࠵に向け、機運が高
まっています。

▼豊田スタジアム内にもコースを設置



4年ぶり海外チームも参加4年 海外チーム年ぶり海外チームぶり海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チーム海外チームも参加海外チーム海外チームも参加海外チームも参加も参加参加参加参加

　学生フォーミュラは、࣍代の自動車
産業を担う若手エンジニアの育を
目的として開࠵されているもので、学
生たちが自らߏ・設計・製࡞した車
両を実走させ、タイムや走行性能など
をڝう動的৹ࠪにՃえ、設計思や
コストなどの੩的৹ࠪの両方でڝい
合います。�00�年にୈ̍回が࢜ス
ピードウΣイ（੩Ԭݝ小山ொ）で行わ
れ、06年のୈ４回Ҏ߱、エコパで開࠵
しています。
Ճ車両はタイヤを෴う部品や運ࢀ　
転席のࠜがない「フォーミュラスタ

イル」とݺばれる࢛輪車とすることな
どが要݅としてఆめられています。
学生たちは実際の車づくりと同じよう
に、部品のௐୡやコスト理などを行
います。ものづくりのج本と、̍ の車
を࡞り上げるまでに必要な工ఔを学
ぶことができ、自動車産業で働くこと
の楽しさや醍醐味を感じられる機会
にもなっています。ୈ1回の開࠵から
�0年Ҏ上が経ち、のべ�7000人Ҏ
上のOB・O(が自動車産業をはじめと
したものづくり産業のୈ一線で׆༂
しています。

21回目となった学生フォーミュラ日本大会

　学生たちが自作した
フォーミュラカーの性能や
設計思想などを競う「学
生フォーミュラ日本大会
2023」（自動車技術会主
催）が８月28日（月）～９
月２日（土）の6日間にわた
り、静岡県小笠山総合運
動公園（エコパ、静岡県袋
井市）で開催されました。
21回目となる今回は65
チームが競技に進み、電
気自動車（EV）での参加
チームは21チームと全体
の３分の１となりました。４
年ぶりに海外チームを迎
えたこともあり、会場では
学生らの交流が盛んに行
われました。
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海外の大学も参加した

炎天下での競技、チーム全員が力を出し切った

レース後、喜びを爆発させる学生

っていましたが、今年からは海外ߜ
νームも大会に෮ؼ。タイやバングラ
デシュ、中国、、インドネシアから
エントリーがあり、エコパでのڝ技に
は４νームがࢀՃしました。
技は「車検」「੩的৹ࠪ」「動的ڝ　
৹ࠪ」の３߲目で৹ࠪします。੩的
৹ࠪは、車両設計のద切性をධՁす
る「デザイン（設計）」छ目、市場要
に合ったビジネスモデルプランをٻ
提案できるかをධՁする「プレゼン
テーション」छ目、生産׆動における

コストのଥ当性をධՁする「コストと
製造」छ目の３つです。動的৹ࠪは、
コーナリング性能をڝう「スキッドパッ
ド」छ目、線やターンなどがあるप
回コースを�0LN走行する「エン
デュランス」छ目など５छ目をڝいま
す。さだけでなく、ものづくりの૯
合力を৹ࠪする内容となっているこ
とが特徴です。
間中はظ　 日̒間ともఱに恵まれ、
気Թ�0度Ҏ上の真Ն日がଓいたこ
ともあり、最終日の৹ࠪでは日মけし

　今年は77νームがエントリーし、
会場であるエコパでのڝ技には事前
৹ࠪを通った65νームがࢀՃしまし
た。このうち３分の に̍当たる�1νー
ムがEVクラスでのエントリーでした。
ガιリンエンジン車クラスのエント
リーが中心ではあるものの、EVクラ
スのࢀՃνームは年々増えており、
電動化のை流がここにもදれてきて
いるようです。
　新型コロナウイルス感છ֦大Ҏ
Ճを国内νームにࢀ年まではࡢ、߱

優勝した京都工芸繊維大学チーム

２位日本自動車大学校チーム
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　来年からは会場をѪ知ݝৗ滑市
の「アイνスカイエキスポ」（Ѫ知
しま࠵国際展示場）にҠして開ݝ
す。17年間、エコパでഓわれてき
た学生フォーミュラは、࣍代を育
すべく新会場にडけܧがれていき
ます。

▲学生フォーミュラを支えてきたエコパへ
の感謝の寄せ書き

2023年がエコパで最後の開催に

17年間の感謝を
伝えたい！

本に౸ணしました。無事に日本にಧい
た際は、प囲からとഥ手がىき
たそうです。しかしながら、౸ண後に
技に必要なドライビングスーツをڝ
れてしまったことが発覚。日本のνー
ムがスーツをିしてくれたことで、無
事出場することができました。ライバ
ル同࢜でありながら、同じڝ技に出場
する同ࢤとしてのឺが生まれました。
　༏উはࡢ年にଓき、ژ工芸ણ維
大学νームでした。通５ࢉ度目の༏উ
で、ྺ 代最多の上ஐ大学νームと並

た学生たちの࢟も多くありました。各
νームが全員で力を出し切ってڝ技
にྟむ࢟に、؍戦に訪れた人たちも
ॵさをれて援をૹりました。中で
も、75Nの۠間をどれだけく走れ
るのかをڝう「アクセラレーション」
ݹ技では、EVクラスに出場した名ڝ
大学EVνームが��649ඵという
ѹ的なさを見せ、प囲をڻかせ
ていました。
　バングラデシュのクルナ工科大学
νームのڝ技車両は、ڝ技前に日

びました。४༏উは日本自動車大学
校νーム、３Ґはذෞ大学νームでし
た。EVクラスの༏উはアクセラレー
ションڝ技で།一、３ඵを記録した
名ݹ大学EVνームでした。
　大会最終日に会場を訪れた自技会
の大࢘ܒ会長は、「学生フォーミュ
ラはものづくりのૅجにՃえ、リー
ダーシップやνームワークを学ぶ機
会にもなります。それが社会に出た後
も生きてくると思います」とࢀՃした
学生たちにエールをૹりました。

３位岐阜大学チーム

EVクラス優勝の名古屋大学EVチーム
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　B-Fとは、世界に通用するૉら
しいバイクจ化の創造を目ࢦすとと
もにバイク産業の振興、�市場の発展
をਤることを目的とし、バイクに関
わる企業・ஂ 体・方公共ஂ体が֩
となり、利用者も交え、�関者間
で社会におけるバイクのೝ知とड
容、共ଘのあり方や、バイクの将来
像に関して真にٞし׆動する
औり組みです。今回は「バイクカル
νャー発の、੩Ԭで若年の交
通安全教育を考える。」をテーマに、
二輪産業の振興ࡦについてのऔ組状
の発ද、国内二輪市場好ௐについگ

ての考察やٞを行いました。会場
には二輪業界関者のほか、報ಓ関
Ճ者などが数多く訪れまࢀ者、一ൠ
した。
　開会にあたり、ଜູ߁経ࡁ産業
大ਉのビデΦメッセージが披露されま
した。ଜ大ਉは、「これからも日本
の二輪産業が世界にףたる産業であ
りଓけてほしい。そのために全力を
ਚくしていく」と業界の発展に向けた
エールをૹりました。ଓいて、経ࡁ産
業ল製造産業ہ自動車課長のਗ਼ਫ
३太氏が、「バイクのѪ、楽しい
といういを感じ、そのいをपりの

10人、そしてさらにそのपりの10人
と輪を広げていくことが産業׆性
化のカギ。自動車課としての立場はも
ちろん、一人のバイクをѪする者とし
て産業全体を公私ともどもり上げ
ていきたい」とѫࡰしました。また、੩
Ԭݝ෭知事の森ࢤو氏が、੩Ԭݝで
開࠵するツーリングキャンペーンを紹
介し、「ಙゆかりのや৯など੩Ԭ
のจ化を楽しんでもらいたい」と੩Ԭ
。の魅力をアピールしましたݝ
　プログラムではまͣ、自࣏体のऔり
組みが紹介されました。੩Ԭݝ工業技
術研究ॴ松工業技術支援センター
長のླ木ܟ明氏が、「バイクづくりを
支える੩Ԭݝ�ʕݝの支援とݩ気な
Ҭ企業ʕ」と題し、部品の製造で高い
技術を持つݝ内企業を紹介しました。
また、൬田市経ࡁ産業部産業政ࡦ課
෭主任の൧尾ݠ氏と松市産業部
産業振興課෭主װのླ木一視氏は、
ಠ自のツーリングイベント（൬田市）や
ϔルメットなどのऩೲ設උきற輪場

　自工会など二輪車関連の業界団体や経済産業省、自治体で構成す
るBIKE LOVE FORUM（以下、BLF）開催実行委員会は９月８日
（金）、静岡県浜松市のえんてつホールで、「第11回BIKE LOVE 
FORUM in 静岡・浜松」を開催しました。ここ数年、市場が活性化して
いる二輪業界ですが、この流れを持続させるためには、若手のライダー
が二輪車を楽しめる環境の整備や安全面での支援が欠かせません。参画
団体や地元自治体が一堂に会し、二輪業界の未来を語り合いました。

▼二輪業界関係者、報道関係者、一般参加者が参加

バイク文化の創造へ！
「第11回 
 BIKE LOVE FORUM 
 in 静岡・浜松」を開催
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の実ূ実験（松市）などのऔり組み
をそれぞれ発දしました。
　B-Fが�0�1年にࡦఆした「二輪
車産業政ࡦロードマップ�0�0」で
は、市場の׆性化をऔり組みの一つ
にܝげています。これについてB-F
開࠵実行ҕ員会ҕ員長である経ࡁ産
業ল製造産業ہ自動車課課長補佐の
ੋ安ढ़氏が、「S/Sや人気コンテ
ンツとのコラボレーション、フΝッショ
ン、バイクスクールなどのऔり組みが
若者やঁ性のバイク人気につながっ
ている」と分ੳしました。一方、B-F
開࠵実行ҕ員会װ事長(自工会二輪
車ҕ員会)の信তは、「ࡢ今の若
年はマナーがྑいだけに、ఀ める
場ॴがないことで二輪車に乗ること
をఘめてしまう」と課題を提ى。二輪
車のࢮ事݅ނ数やݪҼについても
説明しました。また日本二輪車普ٴ安
全ڠ会ઐ務理事の小ໆಓ生氏が、同
会でऔり組む安全ܒ発のऔり組みを
紹介しました。

　「これからٻめられる若年の交通
安全教育」をテーマにしたパネルディ
スカッションも開࠵しました。จ部科
学ল૯合教育政ہࡦஉঁ共同ࢀ画共
生社会学श・安全課安全教育ਪਐ室
室長補佐の林߶࢙氏は、学校での交
通安全教育のऔり組みについて紹介
する一方、「ݸ人的な経験では、グッ
ドマナーの実ફ者こそが最ྑの『生
きた教材』。それぞれのライダーが教
材としてマナーのྑい安全運転にऔ
り組んでもらいたい」とड़べました。
また、࡛ 玉ܯݝ察本部交通部交通૯
務課課長補佐のଜ上ਸ氏は、「໔ڐ
をऔらない」「バイクをങわない」「バ
イクに乗らない」の「三ない運動」を
ഇࢭした࡛玉ݝの高校生向け交通安
全ߨशを紹介しました。自工会二輪車
安全教育分科会分科会長の൧田߶
は、「二輪車をࢭېするとӅれて乗る
ことになり、交通安全運転教育をಧけ
られない」とड़べ、自工会として三な
い運動の見しをଞ府ݝに広げてい

く考えを示しました。
　フォーラムを振り返り、自工会෭会
長݉二輪車ҕ員会ҕ員長�日∁ത
（ヤマハ発動機社長）は、「今のྑい
モメンタムをどう維持していくのか、
メディアの方々にもྑい発信をおئ
いしたい。今日のパネルディスカッ
ションで10代の事ނが大変多いとい
うことを知った。൵しい事ނを͙た
め、ԕざけるのではなく、きちんと教
育していくことがॏ要だと感じた。事
れるバイクจ化ތをなくし、世界にނ
をつくっていきたい」と૯ධをड़べま
した。来年のB-Fは࡚ٶ市で開࠵す
る༧ఆです。

ୈøø回
BĐ,Eç-OVEçFORUM
İO੩Ԭŋ松çï9��ð

੩Ԭをバイクで८
るツーリングキャン
ペーン出発ࣜ

▼パネルディスカッション ▼自工会副会長兼二輪車委員会委員長 日髙祥博

▲西村康稔経済産業大臣のビデオメッセージ ▲清水淳太郎経済産業省製造産業局自動車課長
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　バイクの日は、19�9年に政府૯
務庁（現内ֳ府）の交通安全対ࡦ本
部が交通事ނ໓を目的に制ఆした
ものです。各の自࣏体の交通安全
対ࡦ室やܯ察が、バイクの日を中心
に安全運転に関する教室などを開い
ています。�000年７月からは、ຖ
年７ʙ９月の３カ月間を「バイク月
間」とҐ置け、全国でイベントを
行うようになりました。自工会と日

本二普ڠも、この日に合わせてܒ発
イベントを開࠵し、交通安全のܒ発
。動をਪਐしています׆
　15回目となった今年のイベント
には、ॵにも関わらͣ、バイク
フΝンや家族連れなど２ઍ人が訪
れました。開会ࣜで自工会෭会長݉
二輪車ҕ員会ҕ員長�日∁ത（ヤ
マハ発動機社長）は、「ライダーを
はじめ、ळ༿ݪにお越しのօさま、

並びに-IVE配信で͝ཡのօさまに
も、ぜͻとも安全運転を֬࠶ೝする
日にしていただきたいと思います」
とѫࡰしました。10月に開࠵され
る「+A1A/�MOBI-IT:�S)O8�
�0��」にも触れ、「バイクの魅力
を感じていただけるイベントですの
で、ぜͻ͝ظください」などとड़
べました。
　会場で目をあびていたのは電動

　自工会 二輪車委員会（以下、自工会）と日本二輪車普及安全協会
（以下、日本二普協）は８月19日の「バイクの日」にちなみ、二輪車
普及・安全啓発のためのイベント「８月19日はバイクの日　HAVE A 
BIKE DAY」を東京・秋葉原の「秋葉原UDX2F アキバ・スクエア」
で開催しました。イベントにはカワサキモータース、スズキ、本田技研
工業、ヤマハ発動機の国内二輪メーカー４社が揃って参加し、最新モデ
ルの展示で会場を盛り上げました。

自工会 二輪車委員会と日本二輪車普及安全協会

▲大勢の来場者で賑わう会場

▲自工会副会長兼二輪車委員会委員長 
日髙祥博

「バイクの日」のイベントを開催
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Ȁ�月19日はバイク
の日ȁ内でリアル
イベント開࠵è

「バイクの日」のイベントを開催

バイクです。ϗンダは「EM1F�」
（イーエムワンイー）、ヤマハは
「E01」（イーゼロワン）、ス
ズキは「F�BUR(MA/」（イー
バーグマン）、カワサキは「/JOKB�
EV」（ニンジャイーブイ）プロト
タイプをそれぞれ展示し、来場者の
関心を引きました。ૉ社会の実
現、二輪車の電動化に対しても
ユーザーの関心が高まっているよう
です。
　また、人気が高まっているキャン
プとバイクの組み合わせをテーマに
した展示コーナーも設けました。各
社のモデルとキャンプ用品を展示
し、バイクの楽しみ方の一つとして
提案しました。このほか、映画「シ
ン・Ծ໘ライダー」のܶ中で登場し
た「サイクロン߸」やനバイの展示

などもあり、人気をूめました。
　ステージ上では、ܯ視庁のঁ性ന
バイୂ「クイーンスターズ」による
交通安全ܒ発、ユーνューバーやタ
レントによるトークショー、安全ૌ
動画といったプログラムが行われٻ
ました。バイクとझ味をテーマにし
たステージや、ആ۟コンテスト「バ
イクでആ۟」やフォトコンテスト
「バイクの日フォトコンテスト」の
入࡞品の発දも行われ、バイクに
楽しく触れ合う一日となりました。
　自工会と日本二普ڠは、二輪車
ユーザーの安全に関わる各छのܒ発
動にऔり組んでいます。��年３׆
月には二輪車のॏ大事ނࢭに関わ
るܒ発動画を制࡞しました。ジャパ
ンライダーズアンバサダーのക本
まどかさんとモータージャーナリ

ストのٶޫさんが出ԋし、事ނ
が発生する仕組みや事ނࢭの心
えなどのポイントをえていまߏ
す。二輪車ユーザーだけでなく、
輪車ユーザーにも役に立つ内容࢛
となっています。
察庁によると、��年の二輪ܯ　
車の交通ࢮ事ނのଛই部Ґの
うち最も多いのは಄部で45ˋを
めますが、࣍いで多いのがڳ部
（�5ˋ）です。会場ではϔルメッ
トだけでなく、ڳ部プロテクター
の装ணもݺびֻけました。
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自工会、学生向けオンラインイベント

「Drive for the Future
―モビリティ業界
Special Talk―」を開催
　自工会はモビリティ業界の魅力を大学生・大学院生に知ってもらうオンラインイベント「モビリティ業界 
Special Talk ～先輩の半生に触れ、新たな選択肢のヒントに出会う～」を７月8日に開催しました。自動車
メーカーで働く社員の体験談を聞くことで、モビリティ業界で働くことをイメージし、将来の選択肢を広げても
らうことが狙いです。自工会会員メーカー13社の社員が集まり、入社のきっかけやこれまでに関わった商品、
育児とキャリアの両立などをテーマに語りました。
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自工会、学生向けオンラインイベント

「Drive for the Future
―モビリティ業界
Special Talk―」を開催

　「若手社員を徹底解明。あの会社
で何してる？」をテーマにした最初の
セッションには、いす 自ゞ動車の永田
詩織さん（２年目）、SUBARUの渡邉
恵理さん（３年目）、ダイハツ工業の
神谷美沙紀さん（５年目）、日野自動
車の立花真知子さん（5年目）、マツ
ダの佐々木理沙子さん（４年目）が登
場しました。普段の職場風景の写真
とともに、仕事内容や職場の雰囲気
などを紹介し、モビリティ業界に興味
を持ったいきさつなども語りました。
　ダイハツの神谷さんは、大学時代
のゼミでの海外視察が入社のきっか
けだったそうです。タイの企業視察で
自動車メーカーの工場も見学し、「工
場内のスローガンが日本語で、日本
のものづくりが海外にも広がっている
ことに感動して関心を持ちました」と
話しました。
　日野の立花さんは「大学時代の勉
強を生かせているか」という質問に
対し、「大学時代は無機材料の研究を
していましたが、今の仕事は全く違う
分野です。車も詳しくありませんが、
会社がきちんとフォローアップする
態勢ができています」とサポートが充
実している様子を紹介しました。学生

時代に制御工学を学んだというマツ
ダの佐々木さんは、「学生時代の知
識を使えると思っていましたが、太刀
打ちできません(笑)。今は学会や大
学の教授の研究などを見たり聞いた
りして最新の技術を学んでいます」
と話しました。
　２番目のセッション「先輩の記録。
あの〇〇私が担当しました」では、
カワサキモータースの森衣緒理さん
（７年目）、スズキの林佳奈さん（８
年目）、トヨタ自動車の長尾芽衣さん
（14年目）、ヤマハ発動機の大島か
ほりさん（９年目）が、自身が担当した
商品の紹介や、開発裏話を披露しま
した。

　カワサキで商品企画を担当する森
さんは「意見をまとめることが難し
い。私は各担当者に頼む立場。現場
の方が一番苦労してくださっていま
す」と商品を市場に出すまでの苦労
を話しました。
　自動車メーカーで働く醍醐味の一
つは、担当した車が世に出て、実際
に走っているところを見られること
です。スピードメーターなどを設計
するスズキの林さんは「全国いろい
ろなところに行ったとき、関わった車
を見るとうれしい」と、新興国戦略車
「IMV」を担当したトヨタの長尾さん
は「海外でユーザーを見かけて話を
聞きました。『この車、大好きなんだ

▲和やかな雰囲気の中で行われたイベント

▲職場の写真を見せながら仕事内容を説明
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よ』と言ってもらえて感動しました」
と、仕事のやりがいを感じた瞬間を
それぞれ語りました。
　最後のセッション「先輩たちが明
かす。ワークライフバランス秘話」で
は、日産自動車の松山鮎華さん（17
年目）、本田技研工業の野坂泉さん
（17年目）、三菱自動車工業の黒畑
あゆみさん（16年目）、ＵＤトラックス
の池田笑さん（15年目）が登場しまし
た。全員が２児の母です。これまでの
キャリアの振り返り、「育児との両立
が難しく、もどかしい思いをした」（日
産・松山さん）、「仕事も子育ても頑張

りたいという思いがあった」（ＵＤ・池
田さん）と、抱えていた悩みを打ち明
けました。
　育児とキャリアを両立できるよう、
自動車メーカーでは年々、福利厚生
を充実させています。松山さんは、政
府主導の企業向け支援「こども家庭
庁ベビーシッター券」、野坂さんは学
童や保育園などの延長料金などを会
社が９割負担してくれる「育児費用補
助制度」、黒畑さんは配偶者の異動
に合わせ休業できる「帯同休業」と
いった制度を利用したそうです。
　育休や時短勤務に対する会社の雰

囲気について、野坂さんは「制度は
最大限に使っていこうという環境が
ある。私自身、育児経験者として社内
のパパ・ママに制度を紹介して広め
ています」と話しました。池田さんは
「業界で子育て世代が交流する機会
があればうれしい」と提案しました。
　自動車業界が環境変化や社会的
責任といった課題を乗り越え、未来を
つくっていくためには多様な人財が
必要です。自工会は今後もこうしたイ
ベントを通して、モビリティ業界の魅
力を発信し、共に働く仲間を増やして
いきたいと考えています。

▲自身が携わった製品などを紹介

▼仕事とキャリアの両立などを語る先輩社員

科学技術館の
「ワクエコ・モーターランド」

遊びながらクルマを学べる！
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　子どもたちに自動車を身近に
感じてもらえる施設が東京の中
心にあります。科学技術館（東京
都千代田区）２階の「ワクエコ・
モーターランド」です。シミュ
レーターによる運転の模擬体験
や、自動車が動く仕組みやものづ
くりの流れ、安全・環境への取り
組みといったテーマを装置や映
像などを使って分かりやすく紹
介するなど、趣向を凝らした展示
を行っています。休日のお出かけ
スポットとして最適です。▲子どもたちに人気の運転シミュレーター

科学技術館の
「ワクエコ・モーターランド」

遊びながらクルマを学べる！
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　科学技術館は「産業を身近なもの
に」というテーマで1964年４月、皇
居に隣接する北の丸公園内に開館し
ました。5階建ての館内には自動車、
鉄、建設、電機・電子・情報・通信、電
力、薬といったさまざまな産業を紹
介する展示室が設けられています。
どの展示場も「見て、触って、動か
す」ことによって産業を知ってもらえ
るつくりになっています。平日には小
学校中・高学年の子どもたちが社会
科見学で訪れるほか、休日には家族
連れが多く来場します。
　ワクエコ・モーターランドは自工会
が提供している展示室で、「どりー
む」「ものづくり」「うんてん」「かん
きょう」「しくみ」「あんぜん」といっ
たテーマ別に、映像やパネル、運転

シミュレーター、カットモデルなどを
使って自動車を紹介しています。科
学技術館学芸員の松浦匡氏は、「身
近なところを切り口にして、自動車の
技術を紹介するつくりになっている」
と話します。
　子どもたちに特に人気なのが運
転シミュレーターです。二輪車、乗用
車、大型トラックのシミュレーターが
あり、前方に映し出される映像を見
ながら運転を体験できます。ワイン
ディングロードの走行や街中でのエ
コドライブのほか、コネクテッドカー
を体験できるものを展示室入り口横
に設置しています。
　「あんぜん」コーナーには自動車
が衝突するときの音や衝撃、シート
ベルトが締まる感覚を体験できるシ

ミュレーターがあります。合わせて、
衝突を回避するための車線維持装
置や衝突被害軽減ブレーキといった
最新の安全技術を紹介しています。
　産業という視点で展示を行ってい
るのが同館の特徴です。自動車でも
「ものづくり」コーナーがあり、映像
で車づくりを紹介するとともに、クル
マの形状を検討する際につくられる
クレイモデルを展示しています。デ
ザイン、設計、部品製造、組立といっ
た車づくりの一連の流れを知ること
ができます。役割を終えた車のリサ
イクルの流れを紹介するパネルもあ
り、自動車産業全体を知ることがで
きます。「将来、仕事を選ぶときの選
択肢になる可能性も踏まえた展示内
容」（松浦氏）になっています。

▲リサイクルの流れを紹介するパネル

▼ワークショップでクルマの走る仕組みを学べる ▼シミュレーターでエコドライブを体験

▲手で動かせるスケルトンモデル
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▼触って動かして科学に触れる「FOREST」（左：大きな装置でボールを運ぶ。右：ロープを引くと滑車で車が持ち上がる）

▲「コレクションウォール」には名車のミニカーがずらり

　自動車がどのように動くのかを紹
介した「しくみ」のコーナーでは、手
で動かせるスケルトンモデルを展示
し、エンジン、トランスミッション、ス
テアリングなどの装置がどのように
動くのかを見ることができます。ハ
イブリッド車のスケルトンカーは、運
転席に座ってペダルを踏むとエネル
ギーの流れが目で見て分かるように
なっています。ワークショップスペー
スも設けられており、自動車が動く仕
組みを実験や映像で知ることができ
ます。
　展示場の奥のスペースには、実物

大のクルマやバイクが映し出される
「リアルスケールビジョン」があり、
名車の数々を映像で紹介します。「コ
レクションウォール」には1950年
代からの名車の数々がミニカーで
並び、大人も一緒に楽しめる展示と
なっています。
　科学技術館には、産業別の展示場
のほかに、科学をテーマにした「遊
び」「創造」「発見」の森を意味する
「FOREST」（フォレスト）（５階）と
いう展示場があります。
　大きなシャボン玉をつくったり、
竜巻を発生させたりする装置や、大

きな装置でボールを運んだり、ロー
プを引くと滑車で車が持ち上がった
りする装置など、子どもたちが夢中
になるものが数多く並べられていま
す。特徴は説明書きが一切ないこと
です。松浦氏は「何だ、これは？とい
うアイテムをたくさん並べてあるの
で、見て、触って、動かしてみること
で、科学について考えるきっかけに
してもらいたい」と話します。
　子どもたちにはいろいろな体験を
させてあげたいものです。遊びなが
ら学べる科学技術館に家族そろって
足を運んでみてはいかがでしょうか。
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Japan Automobile Manufacturers Association

迫力満点！日本開催の世界最高峰レース迫力満点！日本開催の世界最高峰レース

メーカー展示の見どころ
JAPAN MOBILITY SHOW 2023

自工会、学生向けオンラインイベント

「Drive for the Future ―モビリティ業界 Special Talk ―」を開催「Drive for the Future ―モビリティ業界 Special Talk ―」を開催
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